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論文内容の要旨

光通信の適用領域としては多くの分野があるが，光ファイパーの広帯域・低損失特性を活かした映像信号伝送分野

が最適な分野のーっと考えられている。なかでも，サブキャリア・マルチプレックス (SCM) 光ファイパー伝送方式

は，従来の既存設備との親和性が良心比較的低コストでシステムが実現できると言う特長かあり， CATV 幹線系で

の実用化が期待されていた。しかし， LD を光源としてアナログ信号を伝送する方式では， LD への反射再注入光によ

るノイズの発生やひずみの増加，ファイバー内でのノイズの発生や伝送距離によるひずみの増加という現象が生じる

ため，その原因究明と有効な低減策の提示が，実用化へ向けて重要な課題となっていた。

本研究は， SCM 光ファイバー伝送における低雑音化，低歪化を実現する実用的な方式を創案するために基礎研究か

らシステム応用までの幅広い研究を行い，新しい方法を提案し，その有用性を確認するとともに，工業的に真に実用

的なものにするためになされたものである。

先ず，高品位サプキャリア・マルチプレックス (SCM) 光ファイパー伝送を実現するために，光ファイパー伝送に

よる雑音と歪の劣化原因の究明を行い，ファイバー内の反射が主因であることを明らかにした。解決策として DFB­

LD を光源とする無反射型シングルモードファイパ一光伝送系を提案し，この方式が XSCM 光伝送方式の低雑音化・

低歪化に有効でトある事を理論的検討を含めて実証した。次に，高性能化のためにシステム性能の検討を行い，伝送性

能を制約する条件を明らかにするとともに，使用デ、パイスの最適化を行い，真に実用的な高品位 SCM 光ファイパー伝

送方式の実現に成功した。

また，提案した方式を基にディジタル変調波伝送の検討を行い，クリッピング歪が誤り率に与える影響，エルビウ

ムドープファイパーアンプ (EDFA) の歪の検討，および超広ダイナミックレンジ伝送の検討を行い， CATV 幹線系，

及び携帯電話基地局光伝送に適用して，優れた性能を有するシステムが実現可能で、あることを示した。

提案した DFB-LD を光源とする無反射型シングルモードファイバ一光伝送系は，現在ほとんどの CATV システム

の幹線光伝送系として実用に供されている。
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論文審査の結果の要旨

サプキャリア・マルチプレックス (SCM) 光ファイパ伝送では，レーザの可干渉性に起因する雑音や歪の増大が生

じ，その原因究明と有効な低減策の提示が，実用化へ向けて重要な課題となっていた臼

本論文は，光ファイバ伝送の低雑音化，低歪化を実現するために行われた SCM 光伝送方式に関する研究とシステム

への応用研究に関する一連の成果についてまとめている。

先ず，光ファイパ伝送による雑音と歪の劣化原因の究明を行うための基礎検討を行い，ファイパ内の反射が主因で

あることを明らかにし，解決策として DFB-LD を光源とする無反射型シングルモードファイパ光伝送系を提案して

いる。提案した光伝送系が低雑音化・低歪化に有効である事を理論的検討を含めて実証し，伝送性能を制約する条件

を明らかにするとともに，使用デバイスの最適化を行い，真に実用的な高品位 SCM 光ファイパ伝送を実現している。

また，この方式を基に，クリツピンダ歪が誤り率に与える影響の検討，エルビウムドープファイパアンプ (EDFA)

の歪の検討，および超広ダイナミックレンジ伝送の検討等を行い， CATV 幹線系，及び携帯電話基地局光伝送に適用

して，優れた性能を有するシステムを実現している。

以上の研究成果は，光ファイパを用いて高品位伝送を行う各種の研究分野の発展に貢献しているだけでなく，本論

文で提案された SCM 光伝送系は，現在ほとんどの CATV 幹線系で実用に供されており，実用面においても大きな意

義を持つものであり，学位(工学)論文として価値あるものと認められる。
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